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山形西ロータリークラブ会報
会長：鈴 木 　 浩 司 　　幹事：海 和 　 浩 運

地 区 目 標

クラブテーマ

元気なクラブづくりのために「ロータリーの木」 の苗木を植え
ましょう、クラブに、地域社会に、世界に、次世代のために

「ロータリーを発信しよう」一人ひとりの感性で

◆点鐘：鈴木　浩司 会長 ◆ロータリーソング：奉仕の理想
◆司会：武田 岳彦 S.A.A. ◆会場：山形グランドホテル

Yamagata West Rotary 第2866回例会 令和元年12月9日（月）

本日は、年次総会ということで１
年に１度の大切な会でございます。
後ほどよろしくご審議をお願いした
いと思います。

さて、我が西クラブは、去る12
月５日が創立記念日ということで、
1957年の12月５日が創立記念日と

なっております。満62歳を迎えて、63歳目に入ってるわけ
ですが、改めまして、チャーター・メンバーをはじめとする
諸先輩方が営 と々築き上げてくださったこのクラブを、改め
てこれからも大切にしていかなくてはならないなと思ってお
ります。

先週土曜日、無事、山形の大切な宝であります蔵王温
泉スキー場が、雪のある状態でスキー場開きが行われまし
た。ご案内の通り、我々地方都市は、どこも少子高齢化に
よる人口の減少とかそういったものに直面してるわけです。
そんな中でやはり交流人口を増やすためには観光客、特に
県外から、それから海外からのお客様が非常に大切になっ
てくるだろうと思っております。ちょっと問題だな、という
点もありまして、というのは、台湾からのお客さんが非常
に多いそうですが、ロープウェイを使ってスキーをやらない
で樹氷原を見て帰るというコースが主なんだそうです。蔵
王ロープウェイさんからすれば非常にありがたい、往復乗っ
ていただけるお客さんなわけですが、ただそういった意味
では、実際のスキー客がなかなかロープウェイに乗れない
という皮肉な現象も起こっているようであります。

今般いろんなところで、訪日外国人との観光地のいろん
な軋轢とか問題が指摘をされているところでありますが、
絶対必要な交流人口でありますから、それぞれ地元で、い
ろんな知恵を出し合って、海外から、また県外からお越し
のお客様に、心地よくお過ごしをいただいて、また来てい
ただけるようなお客さんになっていただくということは、非
常に大切なことだろうと思います。我々の誇る蔵王、それ
から山寺を大切にしながら、ぜひ多くの人を迎えられ、ま
た来ていただけるような街にしていかなければなと思ってい
るところでございます。

鈴木　浩司 会長会長挨拶
●酒井啓孝会員に第１回米山功労者の感謝状が届いており
ます。
●11月末日をもちまして、３名の会員が退会なされてお
ります。後藤光政さん、木村孝さん、長瀬孝さんの３名に
なります。
●12月のロータリーレートは108円です。

海和　浩運 幹事幹事報告

〈 12 月９日 〉
髙橋勝治さん／孫のシクシクとニコニコ
小学 2 年の孫がインフルエンザになりました。小学 6 年の孫
は先月の野球の試合でライナー性のファインプレーとヒット１
本、２塁打を打ったのでニコニコします。家内と 2 人で応援
したかいがありました。

　次年度の会長エレクトに選出いただきました東海林と申し
ます。歴史と伝統ある山形西ロータリークラブの一員としてで
すね、来年も今年以上に楽しく、佐藤会長を補佐し、がんばっ
ていきたいと思います。
　エレクトの使命というのが会長を補佐し、また、副会長を
補佐し、という話になっていくと思いますので、皆さん、１年
間よろしくお願いしたいと思います。

ニコニコBOX

次年度会長エレクト挨拶

本日の献立

東海林健登 さん次年度会長エレクト



会員総数 出席会員数 会員総数 出席義務会員数 出席会員数 出席率

本日出席（11/25） 95名 69名 修正出席（11/25） 95名 88名 84名 95.45％

メークアップ
された会員

＜本日出席・修正出席＞

なし

会員卓話

　今年、ラグビーのワールドカップが開催されまして、決勝
に日本が初めて進みました。
　ワールドカップ、その最中に初めてラグビーをゆっくり見た
という方もたくさんいらっしゃると思います。前回の会長の挨
拶でも、今年の流行語として、ワールドカップにまつわる言
葉がいくつか出ておりますが、このワールドカップを機会にし
て、ラグビーが好きになった方もたくさんいらっしゃると思い
ます。
　実は今ちょうど、大学ラグビーが、盛んな時期になってお
ります。調べましたが、全国大学ラグビーフットボール選手
権大会というのがありまして、これは、出場チーム数が14
チームであります。14チームになるのは、関東大学対抗Ａグ
ループ。このＡグループの中から上位３校。そして、実はこの
Ａグループと言われる大学だけで、昔はいろんな試合をやっ
てました。昔の大学ラグビーの場合は、社会人ラグビーの
チームに是非、練習させてくださいとか、一緒に試合をさせ
てくださいという要望を入れて、また、他の大学に試合をさ
せてくれという要望を入れて、そこで一緒に試合をやって、そ
の後、親睦を深めたというのが、大学ラグビーの元々のやり
方であって、そこの中で優勝とか、対抗で優勝とかいうふう
な決め方はなかったというのが、ラグビーの日本における大
学ラグビーの始まりのようであります。
　ただ、そのＡグループの中で、優勝、準優勝というものを
決めるようになりまして、そしたらその後に、ラグビーのチー
ムを作った関東の大学、そちらのほうも是非、その大会に一
緒に混ぜて欲しいという要望があって、こちらはリーグ戦で
対抗して、そのうちの上位３校が出てまいります。ちなみに関
東大学対抗のＡグループと言われるのは、明治、早稲田、帝
京、筑波、日本体育大学、慶應、青山学院、成蹊の８校で
あります。
　関東大学リーグ戦というところで戦っているのが、東海、
日本大学、流通経済大学、大東文化、専修、法政、拓殖、
中央、このチームであります。この関東大学対抗のＡグルー
プからの３校、そして、関東大学リーグ戦、こちらから上位
３校。そして、関西大学リーグ戦のＡリーグから上位３校。
あと、北海道・東北の代表が１校。東海・北陸・中国・四国
代表1校、九州代表が１校。前年度、決勝戦出場チーム所属
リーグが２校という、合計14チームで争いまして、その中で
大学の優勝の決定をするということであります。優勝校につ
いては、ラグビーの寛仁親王杯が贈られるということで、寛
仁親王が生前、日本ラグビー協会の名誉総裁であったという
ことで、このような杯が贈られるというルールになっていると
いうことであります。

　今まで、その大学の上位と社会人ラグビーチームで、最終
的に試合を行って、そこの勝ち負けを決めていたんですが、実
は、2018年シーズン以降、ワールドカップ以降については、
この大会がなくなりました。大学だけで、勝ち負けを決める。
社会人ラグビーには、トップリーグという括りがあります。
トップリーグは、地域もしくは各社で持っているチームがいろ
いろと対戦をおこなっていると。だいたい１月から５月までの
間で、開催をされております。ＮＥＣとかＮＴＴとか、神戸製
鋼、ヤマハ、コカ・コーラとか、トヨタ、三菱重工、パナソ
ニックさんも持っています。今後、このトップリーグのほうに大
学の選手も所属することができるということを検討していて、
トップリーグはトップリーグ、そして、大学選手権は大学選手
権ということで試合が行われる流れになるようであります。
　大学選手権好きな人は、今後、12月・１月の土日に開催さ
れます。最終的に１月11日に新しい国立の競技場を使いまし
て、大学選手権の決勝戦が行われる予定になっております。
その前に東大阪市花園ラグビー場、秩父宮ラグビー場、あ
と、熊谷ラグビー場、こういうところで、選手権が開催され
る予定になっております。これからですと、12月15日、21日、
１月２日と。１月２日が準決勝ということで、秩父宮、神宮
の近くというか青山のほうに伊藤忠商事株式会社の本社が
あるんですが、そのすぐ隣で、競技場だそうですけれども、
そこで開催をされます。こちらの競技場は、通常の新国立競
技場と違いまして、リレー等々のトラックがありませんので、
真ん前がラグビー等の競技場になります。大変近いので、人
と人が当たるとその音が直接聞こえるというふうな、大変迫
力のある競技場になります。ぜひ一度は見に行っていただい
て、間近でラグビーの人の当たり合うその感覚を、見ていた
だくというのも楽しいのかなとい思っておりますので、ぜひ、
今回にわかラグビーファンになった方 、々試しに見ていただけ
れば楽しいかなという思っております。ラグビーのそんな情報
をお伝えをさせていただきました。

ヤスミツ産業
石山　茂利 さん遠藤　靖彦 会員遠藤　靖彦 会員

次 年 度 会 長 ／ 佐藤　章夫 さん
次年度副会長 ／ 市村　清勝 さん
次年度会長エレクト ／ 東海林健登 さん
次 年 度 理 事 ／ 安部　弘行 さん、浦山　　潔 さん
　　　　　　　　遠藤　靖彦 さん、戸田　正宏 さん
次 年 度 幹 事 ／ 遠藤　正明 さん
次 年 度 会 計 ／ 海和　将浩 さん

年次総会


